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TBA-FX8 ラック搬送タイプ *広島市民病院様ご提供

TBA-FX8 1本搬送タイプ *産業医科大学病院様ご提供
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＊その他の事例や詳細につきましては、ホームページ内 「 検体検査機器に関するお問合せはこちら 」 から、お気軽にお問合せ下さい。

TBA-FX8の搬送接続システム運用

搬送接続システム（以降、搬送と表記）の導入は、大量検体処理・省力化・一元管理・集約化・感染予
防などの面で有用です。一方で、処理する検体数によっては、初期投資・設置スペース・ファーストリザルト
(1本目の検体の結果出力時間)・再検などで不利益をもたらす場合があります。

TBA-FX8は、外部サンプリング方式の1本搬送と、分析部取り込み方式のラック搬送の双方に対応して
おり、施設規模・環境・予算などに応じて全体最適運用をご提案します。

選べる搬送タイプ

一般的に1本搬送とラック搬送には、各々特性があります。

1本搬送は、割り込み・再検・仕分け処理など個別自在な

運用を、ラック搬送は、ラック単位のため短い搬送レーンで

大量検体処理を得意とします。

TBA-FX8はこれらの特性を活かすため、検体数や運用に

応じて1本搬送とラック搬送を選択できます。また万が一を

想定し、搬送がダウンした場合でも単体運用が可能です。

1本搬送・外部サンプリング方式

◼ 搬送レーン上にある検体を直接サンプリング

→サンプリングまでの時間が短い

→サンプリング終了後、即時搬送レーンへ搬出

◼ 搬送にダイレクトに接続

→ラック移載ユニット不要によるスペース確保・コスト削減

◼ 搬送より優先し分析部STAT位置から検体間での割り込み

◼ 搬送運用とスタンドアローン運用の随時切り替え

ラック搬送・分析部取り込み方式

◼ 搬送から分析装置内にラックを取り込んでサンプリング

◼ エラー発生時、搬送と分析装置の原因の切り分けが明確

◼ 搬送より優先し分析部投入レーンから検体間での割り込み

◼ サンプリング終了後、排出先の選択：装置内 or 搬送返却

◼ サンプルラックに直接サンプルカップ搭載運用

◼ 分注機などの検体前処理装置とのブリッジ接続

＜搬送タイプ別特長例＞
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［一般的名称］ディスクリート方式臨床化学自動分析装置
［販売名］臨床化学自動分析装置 TBA-FX8
［製造販売届出番号］09B1X00003000076
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